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２８、･､=………一天竜川図　　　 遠江国・静岡県磐田市

袋井から５．９ｋｍで高台の見附槍に到着、下る

と天竜川にぷつかりま す。 日本有数の愈流で知 ら

れ水 深もあるので、こ こは渡し舟で鍍ります。

JIIの中間の中洲を挟 んで見附側の流れを小天竜、

次の核松側を大天竜と呼び。渡し舟は中洲で乗り

換える決まりのため、渡し賃を２度払う必要があ
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りました。絵は小天竜を渡った舟と船頭が客待ちしており。ひとりが持つ竿の
長いことで川の素さが分かります。大天竜を渡る舟をこちら

から行く客が待っ
ている、遠くに檀松の風景がかすんで見えます。

２９、謳礼一冬枯ノ図
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遠江国・静岡県浜訟市中区

子守の少女が落ち葉でたき火をする寒い朝、曖を楳る
飼傭かきは冬でも禰同然の姿、道中合羽の旅人が煙管の

火を借りに近書る、大きい松と立ち上る煙が爾面を二分

しています。左に寒々とした枯れ木群、右に松林と植松

城が見えます。植松の松は吹き抜ける風の奢から「ざざ

んざの松」と呼ばれ、鵬曲Sこ使われています。

見附を出てここを通り植松宿まで16. ５ｋｍ、天竃川
を 渡るため、 ここで泊まる旅人 も多 かっ たよ うです。

３０、ﾌ絃゙才（まいさか）一今切（いまぎれ）真景

檎松から舞坂まで10. ９ｋｍ．舞坂から荒井へは、

浜名湖の渡し舟に乗ることになります。白い帆、漁

り船、穏やかな湖面、奥に村櫛半鳥が突き出して小

さく白い富士山が見えています。

今切とは、外海とつながった浜名湖の挑れを緩や

かにするために数万本の杭を打ち込んだ場所のこと

で、左手前に並んでいます。

３１ヽ 荒元（新居）一渡舟ノ図
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遠江国・静岡県浜松市西区

遠江国・静岡県湖酉市

舞板から荒井へはすぺて浜名湖の渡し舟で、湖上

５。９ ｋｍです。大名行列の舟碇しの諭で、手前の舟は

帆を上げる途中、やれやれとぱかり足軽・中間は大あ

くび、毛槍・吠き流しを立て。笹竜胆紋の幔幕の舟は

大名本人が座乗しています。遠景が荒井宿で右堰に関

所が見え、舟着場は関所の敷地内です。この関所は日

本で唯一現存し、国指定特別史跡です。俗鶴に ｒトピ
も舞坂 天気も静か 名のみ荒井の 舟渡し」と朗われています。
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